
平成３０年度第３回ＳＰＯＤネットワークコア運営協議会 議事次第 

日 時：平成３０年７月２３日（月）１５：００～１６：１５ 

場 所：愛媛大学 総合教育棟１ ２階 社会共創学部会議室 

議 題： 

１．ＳＰＯＤ事業評価について 

 ・平成２９年度ＳＰＯＤ事業評価委員会委員による評価結果及び今後の対応について（案） 【資料１】P.1 

・平成２９年度ＳＰＯＤ事業評価委員会委員（外部委員）による評価について   【参考資料１－１】P.7 

・「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」(ＳＰＯＤ)事業評価委員会要項 【参考資料１－２】P.13 

２．ＳＰＯＤフォーラムについて 

・ＳＰＯＤフォーラムポスター発表における「優秀ポスター賞」の取扱いについて（案） 【資料２－１】P.15 

・ＳＰＯＤフォーラム２０１８ポスター発表申込み一覧  【資料２－２】P.17 

・ＳＰＯＤフォーラム２０１８チラシ  【資料２－３】P.19 

・ＳＰＯＤフォーラム２０１８申込み状況について（学校別）   【資料２－４】P.21 

・ＳＰＯＤフォーラム２０１８申込み状況について（プログラム別）  【資料２－５】P.23 

・ＳＰＯＤフォーラム２０１８アンケートフォーム（事後）（ＷＥＢ用）（案）  【資料２－６】P.25 

・ＳＰＯＤフォーラム２０１８ポスター発表募集要領  【参考資料２－１】P.29 

・ＳＰＯＤフォーラム２０１８ポスターセッション取組一覧（プログラムガイド掲載原稿） 

【参考資料２－２】P.33 

・ＳＰＯＤフォーラム２０１８実施要項 【参考資料２－３】P.43 

３．ネットワークコア運営協議会ＦＤ／ＳＤ専門部会要項の一部改正について 

・ネットワークコア運営協議会ＦＤ専門部会要項（一部改正案） 【資料３－１】P.45 

・ネットワークコア運営協議会ＳＤ専門部会要項（一部改正案）   【資料３－２】P.47 

４．ＳＰＯＤ内講師派遣事業について

・ＳＰＯＤ内講師派遣プログラム希望状況一覧（平成２３～３０年度）    【資料４】P.49 

・平成３０年度ＳＰＯＤ内講師派遣プログラム一覧 【参考資料３－１】P.51 

・平成２９年度ＳＰＯＤ内講師派遣事業についてのアンケート集計結果 【参考資料３－２】P.53 

５．平成３１(２０１９)年度における負担金の算定方法について 

・平成３１(２０１９)年度の負担金算定に係る平成３０年５月１日現在の教職員数調査について 

【資料５－１】P.57 

・ＳＰＯＤ加盟校教職員数回答票  【資料５－２】P.59 

６．平成３０年度大学人・社会人としての基礎力養成プログラム研修（レベルⅡ）について 

・平成３０年度大学人・社会人としての基礎力養成プログラム研修（レベルⅡ）アンケート結果【資料６】P.61 

・平成３０年度大学人・社会人としての基礎力養成プログラム研修（レベルⅡ）実施要項及び日程表 

【参考資料４】P.71 

７．新任教員研修の開催について 

・「学生の学びを支援する授業準備ワークショップ」チラシ及び実施要項  【資料７－１】P.75 

・「よりよい授業のためのＦＤワークショップ」実施要項 【資料７－２】P.83 

８．ＳＤコーディネーター養成講座＆ＩＲｅｒ養成講座 in 大阪について 

・ＳＤコーディネーター養成講座＆ＩＲｅｒ養成講座 in 大阪チラシ 【資料８】P.87 

９．その他 



平成２９年度ＳＰＯＤ事業評価委員会委員による評価結果及び 
今後の対応について（案） 

■平成２９年度事業評価委員会委員による評価について
「平成２９年度ＳＰＯＤ事業評価委員会委員（外部委員）による評価について」（※参考資料１－１）

■評価結果及び今後の対応について（案）

１．大学設置基準の一部改正に伴う「ＳＤの義務化」など，国全体の教育政策動向を踏まえ
たＳＰＯＤに期待すること 

【意見】 
・大学設置基準の一部改正について，一般にはＳＤの「義務化」といわれているが，あくまでも各大

学等の特性や実態，実情に応じた「主体的な取組」が期待されている。

・「自発性原理」から「発達支援原理」への大学教育原理の転換が必要であると考えているが，この

点での教職員の意識改革と能力開発が極めて不十分だと考えている。これを進めるためには，人手

が多く必要となる。現在の各大学の財政状況ではそれを完全に保証するのは極めて困難である。

・今後のＡＩの発達により，近い将来，多くの「事務」の仕事は専任の職員からほとんど解放される

と考えられる。その際，大学「事務職員」は大学「職員」へと大きく飛躍するための知識や技能を

身につけて，教育や研究，社会連携や大学経営・運営に直接的にかかわることができるようにして

いかなければならないと考える。

・「義務化」をすれば外形的には「改革」が進むが，各大学で本質的な改革を行うには，その大学の

教職員による「主体的な取組」がなければ確かな手応えを得ることができないだろう。

【ＳＰＯＤに期待すること】 
今後を見通した職員の能力開発については，当面，学生の成長支援のための知識・技能の習得を目

的としたプログラムの開発を行っていただけないかと考えている。多くの大学では，教員だけでは対

応できない事態が進行しており，この点でのＳＰＯＤの先駆的取組に期待したい。

【対応】 

［対応済］ＳＰＯＤでは，大学設置基準の一部改正に合わせ，ＳＰＯＤにおけるＦＤ／ＳＤの定義の見

直しを行った。また，ＳＰＯＤ各加盟校の特性や実態に応じた研修の機会を提供できるよう，段階的・

計画的な研修プログラムを実施している。

［対応済］教職協働の観点から教育改革を促進することができるよう，「大学のガバナンスの理解」，「教

職協働の高度化」，「カリキュラム・マネジメント」，「ＯＪＴの実践」を平成３０年度に新たに開講した。

［対応済］「大学人・社会人としての基礎力養成プログラム研修」は，平成３０年度から大幅にプログラ

ム構成を見直した。中堅職員を対象としたレベルⅡでは，研修科目「高等教育論」において「２０３３

年の四国の高等教育機関」をテーマの１つとして取り上げ，高等教育の歴史や現状を学んだ上で将来

像について考える機会を設けた。今後も，１０年，２０年先を見据え，政策動向に即応できる職員を

育成するためにプログラムを順次改良していくこととする。

［対応予定］ＳＰＯＤフォーラム２０１８において，「学生のためのキャリア形成支援」や「教職協働

で学習支援に取り組む－理想と現実のギャップを埋めよう－」，「学生・若手職員のミニマム・エッセ

ンシャルズを考えよう！－成長を促す振り返りにむけて－」など，学生の成長支援のためのプログラム

を教職員向けに多数提供する予定である。今後もニーズに合わせた同様のプログラムを提供していく。 

【趣旨】 
「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク（ＳＰＯＤ）」の事業運営に対し，平成２９年

度ＳＰＯＤ実績報告書や平成２９年度中に実施した視察等をもとに，各ＳＰＯＤ事業評価委

員会委員から個別の内容について書面で意見をいただき，今後の事業推進に役立てる。

資料１
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２．ＳＰＯＤ設立当初からＳＰＯＤ事業に関わった立場を踏まえた現在のＳＰＯＤに対す
る客観的な視点での意見 

【総括的な意見】 
・地域間大学連携は，専門分野別大学連携に比較すると運営が困難であることが明らかになっている

が，立ち上げ当初の加盟校数をほぼ維持し続けて，地域間大学連携事業が継続しているということ

自体が，非常に高く評価できる。このような規模でＦＤやＳＤに関わる連合体が１０年以上存続し

ている事例は稀であり，モデルになる取組みである。

１）ＳＰＯＤ共通事項

【強み】
・ＳＰＯＤフォーラム：この１０年間でＦＤ，ＳＤのハブとしての評価が定着した。ＳＤは参加者が

能力を高めた結果，講師を務めるという循環ができあがっており，例を見ない持続的システムが魅力。 
（参考：ＳＰＯＤフォーラム２０１８における上記研修修了者の全講師に占める割合：１１／４９） 
・講師派遣プログラム：他の連携事業において真似することができないのがこの事業。講師が潤沢に

存在しているＳＰＯＤだからこそ実現可能なもの。小規模校にとってのメリットはもちろん，講師

にとっても，インストラクショナルスキルを伸ばす良い機会。

・将来構想：各取組において事業の継承と刷新が行われており，順調に事業が進んでいる。

・情報提供／広報活動：順調。大学関係者にはＳＰＯＤの存在が広く知れ渡っている。

【指摘事項】 
① ＳＰＯＤフォーラム（フォーラム内で実施するプログラム含む）

・ＦＤ担当者研修の実施そのものに意義があるが，一日だけの研修だと限界がある。終了後のフォロ

ーアップの可能性，あるいは受講者のニーズについても検討するとよい。

・教務系の核となる「教育改革担当教職員向け研修」には期待したい。

② 対外的活動

・ＦＤにおいてもＳＤ同様に共同研究の成果を学会などで発信することができればさらに良い。

・受験生や高校教員向けに何か広報はできないかを検討していただきたい。ＳＰＯＤという組織の宣

伝ではなく，教職員がしっかりと学んでいる姿勢をどのように社会に伝えるか。

・１０周年ということもあり，祝賀イベントも考えられると良いかと思われる。同時に，この１０年

の成果と課題を振り返り，未来を展望する機会も必要であるように思われる。その際，ソーシャル

インパクトという指標を用いて，可視化できない成果も含めて丁寧に評価をしていただきたい。Ｓ

ＰＯＤの意義は，設置当初に立てた計画遂行だけにとどまらない，日本の大学のイノベーションへ

の貢献という点にあると考えている。

【対応】 
① ＳＰＯＤフォーラム（フォーラム内で実施するプログラム含む）

［対応予定］ＦＤ担当者研修は，ＳＰＯＤフォーラム２０１７以降，ＳＰＯＤフォーラム内で実施し

ている。ＳＰＯＤフォーラム２０１８で実施する「ＦＤ担当者研修」において，受講者のニーズを 

問う項目を追加することで，今後の研修実施に向けた検討材料とする。

［対応予定］ＳＰＯＤフォーラム２０１８では，管理者層を対象とした「トップリーダーセミナー」

の開講数を２つに増やし，大学改革・入試改革等の課題について学ぶ機会を設ける予定である。さ

らに，新たな試みとして，「ＦＤ担当者研修」に加え「ＳＤ担当者研修」を実施し，教育改善を担

う教職員向けの研修を充実させる予定である。

② 対外的活動

［課題］ＳＰＯＤの広報活動としては，学術的アプローチと社会的アプローチの２点が考えられる。 
ア）学術的アプローチ

ＳＤ部門同様，ＦＤ部門においても学会発表を通して研究成果を発信できるよう，今後の調査研

究内容を考える際に検討していく。
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イ）社会的アプローチ

  「入口」（受験生・高校教員向け／入試面）と「出口」（企業・産業界向け／就職面）両面のアプ

ローチが考えられる。今後，今まで以上に広報に注力する加盟校が増えることが予想される。ＳＰ

ＯＤを活用して教職員が能力開発を図っていることは，入試・就職の両面でアピール材料となるた

め，各加盟校の広報活動に取り入れられるようＳＰＯＤとして働きかけを行う。

［対応済］平成３０年３月開催のＳＰＯＤ総会の実施に併せ，１０周年祝賀イベントとして「ＳＰＯ

Ｄ設立１０周年記念講演会」（講師：聖カタリナ大学・聖カタリナ大学短期大学部学長 ホビノ・

サンミゲル氏，演題：「ＳＰＯＤの活用及び今後のＳＰＯＤに期待すること」）を開催した。

［対応予定］ＳＰＯＤフォーラム２０１８シンポジウム「大学教職員に今，何が求められるのか」に

おいて，ＳＰＯＤのこれまでの１０年を振り返り，これからの１０年を考える機会を設ける。

［課題］可視化できない成果も含めた「ソーシャルインパクト」という指標を用いた評価を行うこと

が可能か検討を行う。

２）ＦＤ事業 

【強み】 
・新任教員研修：遠くない将来，日本の大学では新任教員研修の義務化が予想される。その際には，

ＳＰＯＤでの実施事例がモデルになることが予想される。継続実施を期待する。

・ティーチング・ポートフォリオ（ＴＰ）：年間３回の実施は高く評価される。

【指摘事項】 
・ＴＰ：参加者数が非常に少ないことが気になる。管理職向けに，ＴＰの活用，つまり業績評価にお

いてＴＰを活用する意義について研修をすることが必要な時期ではないか。

【対応】 

［課題］管理職向けのＴＰ活用促進に関する研修実施の検討に先がけ，まずは，コア校のＴＰ活用事

例を各加盟校のＦＤ担当者の集まる「ＦＤ分科会」等で紹介することで，ＴＰ活用を促す。

例）愛媛大学では，「テニュア教員育成制度」（任期を定めて採用した教員等に，能力開発と財政

的支援を行い，大学教員として自立した経験を積ませ，厳格な審査を経て終身雇用へ移行させ

る制度）を実施しており，その能力開発プログラムの必修科目に「ＴＰ作成ワークショップ」

が含まれている。また，第３期中期計画に，「教員の総合的業績評価」において，実質的な教

員評価を実施するため，ＴＰを活用することを挙げている。

（※その他，各コア校等の優良事例があれば記載※）

３）ＳＤ事業 

【強み】 
・ＳＤ：順調に事業が進んでいる。

・次世代リーダー養成ゼミナール：順調に事業が進んでいる。

・講師養成講座：順調に事業が進んでいる。授業デザインＷＳとの一部合同実施は良いアイデア。

・ＳＤＣ認定：順調に事業が進んでいる。職員の専門性の向上が求められる時代において非常に意義

深い取組であるので是非とも継続していただきたい。

【指摘事項】 
・次世代リーダー養成ゼミナール： これだけの時間数を学習に使っているのであれば，文部科学省

履修証明プログラムに認定されるのではないか。大学院化して，修士号を付与するという案もある

かもしれないが，制約も多くなる。というのも，修了生が，学内で活躍するチャンスを少しでも増

やすようにできることはないかを検討した方が良いと感じたからである。
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【対応】 

［対応済］次世代リーダー養成ゼミナール修了者は，受講時にプロジェクトを企画・実施することで学

内の課題解決に向けた挑戦を行い，研修講師を務めることで講師としてのスキルを身につけている。

修了後は，こうした経験を生かし，責任あるポストに配属されて様々な業務の企画・実施を行った

り，ＳＰＯＤや学内外の研修講師を務めたりするなど，学内外での目覚ましい活躍が報告されてい

る。特に高知大学では，同ゼミナール修了生を中心としたプロジェクトチームの発案により，新任・

若手事務職員を対象とした研修会『「共通スキル等」向上を目的としたＯｆｆ－ＪＴ（入門編）』を

実施した。また，愛媛大学では，同ゼミナール修了者が学内でより活躍できるよう，学長直下に検

討ＷＧを設置し，学内環境の整備を進めている。

［課題］こうした事例をＳＰＯＤ内で共有し，ＳＰＯＤ加盟校における次世代リーダー養成ゼミナー

ルのさらなる活用を促進する。なお，履修証明プログラムについては，過去に検討した際，時間数

や内容は満たしているものの，その時々の受講者に応じた柔軟なプログラム編成を重視し，適用を

見送った経緯がある。今後，プログラムが一定の内容に固まる等，条件が整えば，ＳＤＣ資格の学

協会による認定への働きかけと併せて検討していきたい。

３．ＳＰＯＤフォーラム２０１７の視察を踏まえたＳＰＯＤに対する全体的な意見 

１）ＳＰＯＤフォーラム２０１７の視察を振り返って 

【強み】 
・フォーラム参加者にとどまらず，開催県のコア校以外の加盟校職員がサポートスタッフとして運営

参加することの影響が前向きに受け止められていることは評価できる。

・四国４県は地理的にも広範囲に及ぶが，加盟校以外からの参加者から見ると，四国としての一体感

を感じる機会であった。

・学内各会場が比較的コンパクトにまとめられ，総じて運営も手際のよさが感じられた。

・情報交換会でのポスターセッションの表彰や開催地の特色を活かした趣向を凝らした演出（阿波踊

り）は，他の参加者との交流促進に一役買ったのではないか。

【指摘事項】 
① ２回目以上の参加者が約５０％，３回目以上が約３０％であることは，評価が定着している査証

であり，残る初回参加者（約５０％）を誘引している好循環がうかがえる。事前アンケートの参加

動機の項目に，例えば「過去の参加者（自身を含む）の評価が高いので」を設けるなどして，客観

的にこのことを裏付けてはどうか。

② 参加者要望にも記載があるが，１コマの時間は２時間ではなくもう少し長く（２．５時間程度）

することで参加者の満足度は高まるのではないか。

【対応】 
①［対応予定］ＳＰＯＤフォーラムでは，３種類のアンケートを実施している。申込時に行う事前ア

ンケートと，各プログラム実施直後に行う個別アンケート，そして，３ヶ月後に行う事後全体アン

ケートである。事後全体アンケートでは，満足度や，今後もＳＰＯＤフォーラムをはじめとしたＳ

ＰＯＤ研修に参加したいかどうか，ＳＰＯＤフォーラムへの参加回数等についての項目がある。こ

れに，「参加動機」についての項目を加え，「過去の参加者（自身を含む）の評価が高いため」を選

択肢の一つとする。その上で，参加動機，本番の満足度，今後の参加希望の関連を確認することと

したい。

②［課題］これまでのフォーラムにおいて，１コマの実施時間の調整（開始・終了時刻を前後に延ば

した３時間プログラム，終了時刻を早めた１．５時間プログラム等）を試行的に実施したことがあ

るが，他県からの移動時間や，ポスターセッション，情報交換会の時間やプログラム間の調整の都

合により，現状に落ち着いた経緯がある。今後プログラム編成を大きく変更する機会があれば，そ

の際に１コマの時間についても併せて検討を行う。
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２）ＳＰＯＤ取組に対する全体的な意見 

【強み】 
＜ＳＰＯＤ事業の定量的指標達成度一覧について＞

・ＳＰＯＤの取組全体を達成度（５段階）と前年度比（％）の両面から一覧的に俯瞰することがで

きるよう工夫されている。

・ＳＰＯＤ事業全体をコンパクトに説明したり見せたりする必要のある際などに有用な資料となる。 
＜ＳＰＯＤウェブサイトによる情報提供について＞

・従前より，過去のＳＰＯＤフォーラムの各プログラムにおけるスライド資料や配付資料，及びシ

ンポジウムの概要が閲覧可能となっている。日程都合やプログラム重複で参加がかなわなかった

希望者にとり，有効な配慮である。

・次世代リーダー養成ゼミナールの「プロジェクト実践ジャーナル」も公開されており，適切な情

報提供である。

・ＳＰＯＤネットワークコア運営協議会の内容は，多くの配付資料とともに一般ページで公開され

ており，加盟校専用ページでは次年度から原則すべての資料掲載が予定されている。これらを通

して，加盟校内外における運営の透明性の確保と一層の情報共有が図られることになる。

・次年度から，ウェブサイトでの研修検索機能の強化と，連動しての研修プログラムガイドのウェ

ブ一本化が予定されており，経費縮減にも寄与する措置である。

【指摘事項】 
① 今後，メールマガジンを通した一層の有意な情報発信や，対象を絞り込んだ上での研修の動画配

信も検討に値するのではないか。

② ＳＰＯＤは，文字通りコア校が，運営と各事業の参加に大きく寄与している。そのことは裏返す

と，加盟傘下のコア校以外，とりわけ私立大学教職員の参加が少ないことを意味している。運営参

加，事業参加両面における大学別参加状況の数値把握と，その結果に基づいた事業参加向上への改

善策の検討が待たれる。このことの改善は，当該大学の教育力向上の積み上げにつながり，ひいて

はＳＰＯＤの底上げにつながることである。

③ 例えばＳＰＯＤフォーラム参加者の，加盟校内外別，大学規模別，設置者別のアンケート集計が

できれば，今後の運営改善の参考になるような面白い結果が得られるのではないか。

【対応】 
①［課題］研修の動画配信については，著作権やＳＰＯＤ加盟校のニーズに加え，技術的，経費的側

面等も含めて総合的に考える必要があるため，検討を行う場合は論点を明らかにした上で慎重に進

めることとしたい。

②［対応済］ＳＰＯＤにおいて，コア校以外，特に私立大学教職員の参加が少ないことについては，

これまでの事業評価委員会においても何度か指摘をいただいているところである。その指摘を受け，

事業参加という観点で，ＳＰＯＤ研修プログラム及び加盟校内講師派遣プログラムの活用状況を設

置形態別，規模別に分析した。その結果，特に小規模校において研修受講率が高く，ＳＰＯＤがよ

り多く活用されていることが分かった。運営参加の面では，規約等に基づきコア校を中心に進めて

いる点は否めない。先ほどの分析結果についても，ＳＰＯＤコア運営協議会において報告している

が，ＳＰＯＤ加盟校毎の詳細な情報が含まれるため，昨年度までは，同協議会の資料としてはホー

ムページ等で公開していなかった。この点を改善するため，平成３０年度から，同協議会の資料は，

参考資料も含め原則として加盟校内限定ページに全て公開することとした。今後は加盟校間でより

一層の情報共有を図ることが可能となり，運営面での透明性を高め，さらなるＳＰＯＤ活用につな

がると期待できる。

③［対応予定］ＳＰＯＤフォーラムの事後アンケートでは，設置者についての項目がすでにある。

ＳＰＯＤフォーラム２０１８以降，加盟校内外，大学規模をアンケート項目に追加する。
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ＳＰＯＤフォーラムポスター発表における 
「優秀ポスター賞」の取扱いについて（案） 

１．優秀ポスター賞について 
特に優れていると考えられるポスターに対し，「優秀ポスター賞」を授与する。 

２．選出件数 
５件程度 

３．審査員 
（１）委員長（ＳＰＯＤフォーラム主催校教職員）１名
（２）副委員長（ＳＰＯＤ代表校教職員）  １名 
（３）上記以外のＳＰＯＤコア校教職員   各１名 

４．選出方法 
１）参加者による投票
（１）ＳＰＯＤフォーラム参加者（受講者，講師，ポスター発表者等）に，ＳＰＯＤフォーラム

全体受付時に投票用紙を１部ずつ配付する。
（２）参加者は，特に優れていると考えられるポスターを３件以内選出し，投票を行う。
（３）投票期間は，ポスターセッション開始時刻から情報交換会開催日の１３時までとする。
（４）ＳＰＯＤフォーラム主催校は，投票用紙の集計を行い，委員長及び副委員長に報告する。

２）審査員による審査
（１）各審査員は，ポスター発表申込みフォームに入力された「概要（４００字以内）」（プロ

グラムガイドブックに掲載して参加者間で共有）及びポスター発表者から全体受付時に提出
された「ポスター縮小版（Ａ４サイズ）」を参考に，ポスター及びポスターセッションの内
容を基に審査を行う。

（２）ポスターセッション終了後，審査員全員で協議を行い，優秀ポスター賞の候補を数件選出する。
（３）参加者による投票の集計結果及び審査員による協議結果を踏まえ，委員長及び副委員長が優

秀ポスター賞を選出する。
  なお，優秀ポスター賞には，順位を付さないものとする。 

５．表彰 
（１）情報交換会において，ＳＰＯＤフォーラム主催校から優秀ポスター賞の発表及び表彰を行う。
（２）優秀ポスター賞の発行者は，ＳＰＯＤフォーラム事業実施責任者（主催校）とする。

（参考） 
【優秀ポスター賞について】 

従来の方法 案 

１）参加者による投票 ・４件程度
・参加者１名につき５件以

内に投票し，その集計結
果を基に選出する。

・５件程度
・参加者による投票の集計結果及び審査員

による審査結果を踏まえて選出する。
① 参加者１名につき３件以内に投票
② 審査員が各自で審査を行う。
③ 審査員全員で協議を行い，優秀ポスター
賞候補を選出する。

④ 委員長及び副委員長が①及び③の結果
を踏まえて選出する。

２）審査員による審査 

－ 

【参加者からの提出物等】 
従来の方法 案 

ポスター発表申込み
フォーム内容
※「プログラムガイドブック」

に掲載し参加者間で共有 

・発表者（代表者・共同発
表者）所属・氏名等

・発表テーマ

・発表者（代表者・共同発表者）所属・氏
名等

・発表テーマ
・概要（４００字以内）

当日提出物等 ・ポスター
（各自で該当場所に掲示）

・ポスター
（各自で該当場所に掲示）
・ポスター縮小版（Ａ４サイズ）：

５枚（審査員，事務局用）
※全体受付時に提出
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共同発表者

氏名 所属
ＳＰＯＤ
加盟校

氏名（所属）

1
コンピテンシーの気づきを促す
自己評価の可視化

松本　高志
阿南工業高等専門学校
創造技術工学科

○

小松　実（阿南工業高等専門学校創造技術工学科）
川畑　成之（阿南工業高等専門学校創造技術工学科）
山田　耕太郎（阿南工業高等専門学校創造技術工学科）
太田　健吾（阿南工業高等専門学校創造技術工学科）

2
学生と育てるLMS
～CHUKYO MaNaBo活用推進の
　成果と課題～

満田　清恵
中京大学
学術情報システム部
情報システム課

森　純菜（中京大学学術情報システム部情報センター）
東　玲名（中京大学学術情報システム部情報センター）

3
質保証のための
卒業生インタビュー調査

塩崎　俊彦
高知大学大学
教育創造センター

○

小島　郷子（高知大学大学教育創造センター）
立川　明（高知大学大学教育創造センター）
杉田　郁代（高知大学大学教育創造センター）
高畑　貴志（高知大学大学教育創造センター）
黒田　さやか（高知大学学務課）

4
評価・IR担当者に必要な
知識・スキルを考える

嶌田　敏行
茨城大学
全学教育機構

橋本　智也（四天王寺大学　IR・戦略統合センター／教育学
部）

5
理工系分野における
FDプログラム開発の展開ver4.0

榊原　暢久
芝浦工業大学
教育イノベーション推進セ
ンター

吉田　博（徳島大学　総合教育センター）

6
小学校教諭経験を生かした
大学でのAL実践基礎づくり

宮﨑　大樹
高知学園短期大学
幼児保育学科

○

7
初年次リーダーシップ科目による
学び合いの風土作り

佐伯　勇
甲南女子大学
人間科学部

8
組織の安定運営を支える「優しい」SD
－若手職員育成の課題解決への示唆
－

松村　典彦

金沢大学
スーパーグローバル大学
企画・推進室・国際部留学
企画課留学推進係

上畠　洋佑（愛媛大学　教育・学生支援機構教育企画室）

9
講義のアクティブラーニング（AL）度を
可視化する指標（BAL）を活用した、
全学的なAL推進の試み

中嶋　克成
徳山大学
福祉情報学部

寺田　篤史（徳山大学　経済学部）
河田　正樹（徳山大学　経済学部長）
岡野　啓介（徳山大学　学長）

10
看護教員と教育開発者による
初年次導入科目設計と評価

中島　正世
神奈川工科大学
看護学部看護学科

伊藤　勝久（神奈川工科大学　教育開発センター）
鈴木　慶孝（神奈川工科大学　非常勤講師）

11
日本の大学におけるStaff Development
の
論点と課題

竹中　喜一
愛媛大学
教育・学生支援機構
教育企画室

○
上畠　洋佑（愛媛大学　教育・学生支援機構教育企画室）
清水　栄子（愛媛大学　教育・学生支援機構教育企画室）
中井　俊樹（愛媛大学教育・学生支援機構　教育企画室）

12
学習支援担当者に求められる能力・ス
キルとは
－米国専門職団体を事例として－

清水　栄子
愛媛大学
教育・学生支援機構
教育企画室

○
岸岡　奈津子（立命館大学学生部OIC学生オフィス）
山﨑　その（京都外国語大学）
中井　俊樹（愛媛大学教育・学生支援機構　教育企画室）

13
新入生を対象にした
大学に対する価値観に関する調査
-徳島大学SIH道場の改善にむけて-

上田勇仁
徳島大学
総合教育センター

○ 塩川奈々美（徳島大学総合教育センター）

14
ミクロレベルのFDから
教育の質保証へとつなげる試み

Mazur Michal
北海道大学
高等教育推進機構

山本　堅一(北海道大学高等教育推進機構)

15
FDerによる授業公開と
「教・職・学」ピアレビュー

三苫　好治
県立広島大学
生命環境学部

16
中四国高専による共通シラバス作成
およびビデオ教材開発

衣笠　巧 新居浜工業高等専門学校 ○

西井　靖博（新居浜工業高等専門学校）
土居　俊房／長山　和史（高知工業高等専門学校）
青木　薫／藤井　貴敏（米子工業高等専門学校）
中野　陽一／杉本　憲司（宇部工業高等専門学校）

ＳＰＯＤフォーラム２０１８ポスター発表申込み一覧

ポス
ター
番号

テーマ

発表代表者

ＡＰ

ＡＰ

ＡＰ

ＡＰ

ＡＰ

資料２－２
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教職員のミニマムエッセンシャルズを考える教職員のミニマムエッセンシャルズを考える

SPODフォーラム　2018SPODフォーラム　2018

2018年 8/29（水） 31（金）

2018年6月21日（木）正午～7月6日（金）正午

2018年7月13日（金）正午～7月27日（金）正午

香川大学
幸町北キャンパス

※申込開始時には各プログラムのシラバスがご覧になれます。

無 料 10,000円

https://www.spod.ehime-u.ac.jp

四国地区大学教職員能力開発ネットワーク（SPOD）／香川大学

※情報交換会費は除きます。

※

四国地区大学教職員能力開発ネットワーク事務局（愛媛大学教育学生支援部教育企画課）
089-927-9154 E-mail spod@stu.ehime-u.ac.jp

●お問い合わせ先
香川大学教育・学生支援室学務グループ

087-832-1186

●当日のお問い合わせ先

申込みはWEBから

日時・場所

主　催

参加申込

参加費

※事前申込制（先着順）

SPOD加盟校の教職員限定受付

SPOD加盟校の教職員 SPOD加盟校以外の教職員

一般受付（SPOD加盟校の方も申込可）

多彩な講師陣 先進的な教育改革で知られる大学のトップ、各大学のFDやSDの第一線で活躍する教職員やディベロッパー、
職場の人材育成・能力開発分野で活躍するプロフェッショナルなど、多彩かつ魅力的な講師陣をそろえました。

職場で使える
実践型プログラム

講師と受講者の間でのインタラクティブなワークショップ形式のプログラムが数多く開講されます。参加者に
は、意見を出し合い知を共同で作り上げることが求められると同時に、職場ですぐに使える実践的なノウハウを
持ち帰ることができます。

SDプログラムも
多数開講

SPODでは、FD同様にSDに力を入れており、他では体験できないプログラムを数多く開講しています。教育
改善に関心のある多くの教職員の方の参加をお待ちしております。

アクセス̶ 参 加 者 の 声 ̶
プログラムどれもが魅力的な上、実践的で日常業務
にも役立つ内容であり、とても満足しています。
職員と教員が分け隔てなく議論を交わすことができ、
自分にはない知見や考え方を知ることができました。
素直に心を開ける空気感があり、人脈が広がる上に
他大学の学生や大学の様子を知る良い機会となりま
した。

※駐車場スペースはありませんので、公共の
交通機関のご利用をお願いいたします。

ポスターセッション会場

ことでんバス
香川大学
教育学部前

幸町北キャンパス

ＳＰＯＤフォーラムは、今年で10回目を迎えました。この記念すべき年に初心に返り、時代とともに変化する
多種多様な「ミニマムエッセンシャルズ」を、参加者の皆さんの経験をもとに一緒に考えてみませんか？

JR高松駅から
●徒歩の場合 ……… 20分
●ことでんバス利用の場合 ………まちな

かループバス西廻り19分「香川大学
教育学部前」下車。徒歩1分。（下笠居
線（弓弦羽行）「幸町」下車、下笠居線（香
西車庫行）「宮脇町」下車も可）

●JR利用の場合 ………高徳線（徳島行・
引田行）2分「昭和町駅」下車。徒歩5分。

幸町北2号館幸町北7号館

幸町北8号館
幸町北1号館

幸町北4号館

幸町北5号館

幸町南2号館幸町南
3号館

幸町北6号館

研究交流棟

武道場 図書館 OLIVE SQUARE

幸町北3号館

大学本部

415
講義室

523
講義室

シンポジウム会場

多目的
ホール

大学会館１階
ダイニングSORAMI

受付（2F）

情報交換会会場

第一体育館

交友会館

高松駅高松駅

高松工芸高校高松工芸高校

高松高校高松高校

日赤日赤

香川県庁香川県庁

歩道橋歩道橋

幸町バス停幸町バス停

宮脇町
バス停
宮脇町
バス停

香川大学
教育学部前
香川大学
教育学部前

香川大学
経済学部前
香川大学
経済学部前

高松市
図書館
高松市
図書館

昭
和
町
駅

昭
和
町
駅

至  坂出　JR予讃線

至  坂出　JR予讃線

幸町
南キャンパス
幸町
南キャンパス

香川大学
幸町北
キャンパス

香川大学
幸町北
キャンパス

資料２－３
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過去の
資料等は
こちら

プログラムを受講する方は、必ず各自の受講初日に全体受付を済ませてください。
■場所：幸町北キャンパス5号館2階523講義室　■時間：8月29日（水）～31日（金） 9：00～

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

ポスターセッション　 会場：OLIVE SQUARE 2階 多目的ホール　　テーマ「FD・SD 全般」

会　場

１０：００
～

12：00

１３：００
～

15：00

１５：３０
～

17：30

１７：４０
～

19：00

1

2

3

建物名

教室名

Ｅ Ｆ
幸町北キャンパス４号館 幸町北キャンパス４号館 幸町北キャンパス４号館 幸町北キャンパス３号館 幸町北キャンパス３号館 幸町北キャンパス３号館
432講義室（3階） 422講義室（2階） 421講義室（2階） 313講義室（1階） 312講義室（1階） 311講義室（1階）

全体
受付

開催スケジュール開催スケジュール ●申込み開始時には各プログラムのシラバスがご覧になれます。https://www.spod.ehime-u.ac.jp

大学職員のための
フィードバック入門
俣野秀典（高知大学）

職員のための
SP作成ワークショップ
重松映美（聖カタリナ大学）
清水栄子（愛媛大学）

グループワークで学ぶ
自校の歴史
「ー香川大学検定」を例にｰ
山本珠美（香川大学）

２９０１Ａ ２９０１Ｂ ２９０１Ｃ ２９０１Ｄ ２９０１Ｅ ２９０１Ｆ

３００１Ａ ３００１Ｂ ３００１Ｃ ３００１Ｄ ３００１Ｅ ３００１Ｆ

３１０１Ａ ３１０１Ｂ ３１０１Ｃ ３１０１Ｄ ３１０１Ｅ ３１０１Ｆ

３１０２Ａ ３１０２Ｂ ３１０２Ｃ ３１０２Ｄ ３１０２Ｅ

３００２Ｂ ３００２Ｃ ３００２Ｄ ３００２Ｅ ３００２Ｆ

３００３Ｇ

２９０２Ａ ２９０２Ｂ ２９０２Ｃ ２９０２Ｄ ２９０２Ｆ

２９０３Ｂ ２９０３Ｃ ２９０３Ｄ ２９０３Ｅ

今さら聞けない
ICT利用による
教育の意義と方法
林　敏浩（香川大学）

若手職員に知ってもらいたい
『報・連・相』のコツ ｰもっと良く
なる職場内コミュニケーションｰ
宮内卓也（高知大学）
井村公一（高知工科大学）
大塚陽介（愛媛大学）

55名

50名

24名

ＳＤ担当者研修
‒戦略的な人材育成をす
るために‒
吉田一惠，久保秀二
（愛媛大学）

20名

図書館員のための
アジア諸国情報の調べ方
ｰ留学生に対する図書館利用支援ｰ
廣田美和（国立国会図書館）
玉岡兼治（聖カタリナ大学）
三浦さゆり（愛媛大学）

30名

学生のための
キャリア形成支援
岡　靖子（愛媛大学）

教職協働で
学習支援に取り組む
ｰ理想と現実のギャップを埋めようｰ 
清水栄子（愛媛大学）

50名55名 30名

「 大学教職員に今、何が求められるのか 」
講師：　金子元久（筑波大学）　山口裕之（徳島大学）　

指定討論者： 小林直人（愛媛大学）　　司会進行： 高橋尚志（香川大学）

１０：００
～

12：00

１３：００
～

15：00

１５：３０
～

18：00

１８：３０
～

20：30

1

2

3

中堅教員のための
研究指導講座

（大学生の卒論作成を
支援する方法）
近田政博（神戸大学）

初年次教育における
シナリオ型PBLの実践
吉田香奈（広島大学）

ＦＤ担当者研修
ｰ問題解決のためのＦＤ
を設計するｰ
中井俊樹（愛媛大学）
西野毅朗（京都橘大学）

30名

50名

55名55名

300名

シンポジウム 会場：幸町北キャンパス４号館１階415講義室

１０：００
～

12：00

１３：００
～

15：00

1

2

授業内グループワークへの
参加意欲を高めるための
アイディア
村田晋也（愛媛大学）

障害学生の支援について
小方朋子（香川大学）

１
日
目
　
８
月
29
日（
水
）

２
日
目
　
８
月
30
日（
木
）

３
日
目
　
８
月
31
日（
金
）

ルーブリック評価入門
-考える、つくる、活用する-
俣野秀典（高知大学）

大学教職員のための留学
生受入実践：最初の１ヶ月
バージン・ルース，高橋志野
（愛媛大学）

5年後のなりたい自分像
のために‒何から始めます
か？‒
各務　正（梅光学院大学）
野口里美（香川大学）

50名 55名

55名 55名 50名

20名

プログラム定員
00名主に講義を中心としたプログラムですが、

グループワークやペアワーク等が含まれ
る場合もございます。

講義主にグループワークや
ペアワーク等を中心と
したプログラムです。

ワーク グループワークと講義を
併用したプログラムです。

ワーク
・講義 連続受講が

必須のプログラム

教学IRデータを
適切に取り扱うために
‒組織または個人でできること
を考える‒
竹中喜一（愛媛大学）

トップリーダーセミナー
「管理職のための、新たな
入試・学生募集・高大接続を
考えるセミナー」
福島一政（追手門学院大学）

人材育成のための人事評価
‒評価からパフォーマンス・マ
ネジメントへ‒
阿部光伸（愛媛大学）

New!!New!!

理工系講義形式授業にお
ける１回の授業デザイン
榊原暢久（芝浦工業大学）
吉田　博（徳島大学）

30名30名

New!!New!!

30名

教職員のための
「大学の危機管理」
‒事例から考えるハラスメント‒
吉田一惠，高木佳代子（愛媛大学）

ケースメソッドを活用した
能力開発（SPODフォーラム
2016優秀ポスター賞受賞取組）
上畠洋佑（愛媛大学）
松村典彦（金沢大学）

New!!New!! New!!New!!

New!!New!!

New!!New!!

教職課程事務担当者の
基礎力講座
-教職課程事務の
学び方と知識の活用方法-
小野勝士（龍谷大学）

30名

New!!New!!

学生の学ぶ意欲を
引き出す授業とは？
岩中貴裕（山口学芸大学）

グラフィックシラバスを
書こう
宮田政徳（徳島大学）

New!!New!! New!!New!!

職員のための「前向きな
職場づくり」実践 
‒個の力・組織の力を活かす‒
宮林常崇（首都大学東京）

New!!New!!
トップリーダーセミナー
「大学アイデンティティーの共有と
教員・職員の役割‒大学を考え、自
校を知り、ミッションを実現する‒」
寺﨑昌男（東京大学・立教大学・桜美林大学
名誉教授）

30名

New!!New!!

学生・若手職員のミニマム・エッ
センシャルズを考えよう！
-成長を促す振り返りにむけて-
塩崎俊彦（高知大学）

55名

New!!New!!

New!!New!!

New!!New!! New!!New!!New!!New!!

反転授業をやってみよう
ｰ橋本メソッドの実践からｰ
金西計英（徳島大学）

50名

大学職員の
基礎力を考える
織田隆司（愛媛大学）

48名

New!!New!!

大人数講義のコツ
小林直人（愛媛大学）

55名

72名

大人数でも進度を落とさず
アクティブラーニング
-TBLと言う
反転授業のやりかた-
立川　明（高知大学）

基礎から学ぶ
学習評価法
佐藤慶太（香川大学）

学生の学びを促す
シラバスの書き方
葛城浩一（香川大学）

New!!New!! New!!New!!

New!!New!!

情報交換会　　会場：大学会館１階　ダイニング SORAMI　　会費：4,000 円（事前申込み制）

55名

55名 ワーク

50名

自発的な発言を促すアクティブ
ラーニングのやりかた
ｰ初歩のロジカル思考演習ｰ
山中隆史（香川大学）

30名ワーク

２９０２Ｅ
若手職員のための
キャリア形成入門
藤巻　晃（徳島文理大学）

30名ワーク ワーク

ワーク

ワーク ワーク

シラバス・授業を改善し
よう！
葛城浩一，佐藤慶太，西本佳代
（香川大学）

24名ワーク ワーク

２９０３Ａ
学生参加型授業の技法
西本佳代（香川大学）

32名ワーク

ワーク

ワーク 30名

ワーク

ワーク

ワーク

55名ワーク

55名ワーク

55名 ワーク
・講義

ワーク
・講義

ワーク
・講義

ワーク
・講義

ワーク
・講義

講義講義

ワーク ワーク
・講義

ワーク
・講義

ワーク
・講義

ワーク
・講義

ワーク
・講義

ワーク
・講義

ワーク
・講義

ワーク
・講義

講義

講義

ワーク

ワーク
・講義

ワーク
・講義

ワーク
・講義
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entrygk
引き出し線

entrygk
タイプライターテキスト
【新規追加項目】

entrygk
引き出し線

entrygk
タイプライターテキスト
【新規追加項目（案１）】
　所属先の学部数
　（※所属先が大学の場合のみ御回答ください）
　○５学部以上　○２～４学部
　○単科大学　　○その他
【新規追加項目（案２）】
　所属先の学生数
　（※大学の場合は学部学生数）
　○5,000人以上，○1,000人以上5,000人未満
　○1,000人未満，○該当なし


entrygk
引き出し線

entrygk
タイプライターテキスト
【新規追加項目】
　ＳＰＯＤフォーラムに参加した動機は何ですか？
　（複数選択可）
　○自分自身の能力開発のため
　○組織の課題を解決するヒントを得るため
　○組織を越えた人脈づくりのため
　○ＦＤやＳＤに関する情報収集のため
　○上司に参加をすすめられたため
　○過去の参加者（自身を含む）の評価が高いため
　○その他（　　　　　　　　 　　　　　　）
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ネットワークコア運営協議会ＦＤ専門部会要項（一部改正案）

平成２２年８月１８日 

ネットワークコア運営協議会決定

（設置） 

第１条 四国地区大学教職員能力開発ネットワーク規約第 12 条の規定に基づき、ネットワ

ークコア運営協議会（以下「協議会」という）に、ネットワークコア運営協議会ＦＤ専門

部会（以下「専門部会」という）を置く。

（審議事項） 

第２条 専門部会は、四国地区大学教職員能力開発ネットワーク（以下「ＳＰＯＤ」という）

のＦＤ事業に関する次の各号に掲げる事項について審議し、その効果的な事業推進のため

の具体案を作成し、協議会に提案する。 

(1) ＦＤ事業計画に関する事項

(2) ＦＤプログラムに関する事項

(3) ファカルティ・ディベロッパーの養成に関する事項

(4) ＦＤに関する研究

(5) その他ＦＤ事業の推進に関する必要な事項

（組織） 

第３条 専門部会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

(1) 各コア校のＦＤ担当者 各若干名

(2) ＳＰＯＤ事務局の職員 若干名

(3) その他専門部会が必要と認めた者

（部会長、副部会長）

第４条 専門部会に部会長（１名）、副部会長（１名）を置く。

２ 部会長は、委員の互選により選出する。

３ 部会長は、専門部会を招集し、その議長となる。

４ 副部会長は、部会長の所属校を除くコア校から部会長が指名する。

５ 副部会長は、部会長を補佐し、部会長に事故があるとき又は欠けたときは、その職務を

代行する。 

６ 部会長及び副部会長の任期は、１年とし、当該年度の第１回専門部会において選出され

た時から、次年度の第１回専門部会において後任者が選出される時までとする。ただし、

再任を妨げない。ただしなお、部会長及び副部会長に欠員が生じた場合の後任者の任期は、

前任者の残任期間とする。

資料３－１
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 （議事） 

第５条 専門部会は、委員（代理者を含む。以下同じ。）の過半数が出席しなければ議事を

開くことができない。

２ 議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数の時は、議長の決するところに

よる。

（事務）

第６条 専門部会に関する事務は、ＳＰＯＤ事務局において行う。

（雑則） 

第７条 この要項に定めるもののほか、専門部会の運営に関し必要な事項は専門部会が定め

る。 

附 則 

１ この要項は、平成２２年８月１８日から施行する。

２ この要項施行後、最初に選出される第４条第１項の部会長及び副部会長の任期は、同

条第６項の規定にかかわらず、平成２３年３月３１日までとする。

附 則

この要項は、平成 年  月  日から施行する。 
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ネットワークコア運営協議会ＳＤ専門部会要項（一部改正案）

平成２２年８月１８日 

ネットワークコア運営協議会決定

（設置） 

第１条 四国地区大学教職員能力開発ネットワーク規約第 12 条の規定に基づき、ネットワ

ークコア運営協議会（以下「協議会」という）に、ネットワークコア運営協議会ＳＤ専門

部会（以下「専門部会」という）を置く。

（審議事項） 

第２条 専門部会は、四国地区大学教職員能力開発ネットワーク（以下「ＳＰＯＤ」という）

のＳＤ事業に関する次の各号に掲げる事項について審議し、その効果的な事業推進のため

の具体案を作成し、協議会に提案する。 

(1) ＳＤ事業計画に関する事項

(2) ＳＤプログラムに関する事項

(3) ＳＤ講師養成に関する事項

(4) ＳＤ講師の認定基準に関する事項

(5) その他ＳＰＯＤ―ＳＤ事業の推進に関する必要な事項

２ 専門部会は、ＳＰＯＤが実施するＳＤプログラムの単位認定証に関する事項を審議す

る。 

（組織） 

第３条 専門部会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

(1) 各コア校のＳＤ担当者 各若干名

(2) ＳＰＯＤ事務局の職員 若干名

(3) その他専門部会が必要と認めた者

 （部会長、副部会長）

第４条 専門部会に部会長（１名）、副部会長（１名）を置く。

２ 部会長は、委員の互選により選出する。

３ 部会長は、専門部会を招集し、その議長となる。

４ 副部会長は、部会長の所属校を除くコア校から部会長が指名する。

５ 副部会長は、部会長を補佐し、部会長に事故があるとき又は欠けたときは、その職務を

代行する。

６ 部会長及び副部会長の任期は、１年とし、当該年度の第１回専門部会において選出され

た時から、次年度の第１回専門部会において後任者が選出される時までとする。ただし、

再任を妨げない。ただしなお、部会長及び副部会長に欠員が生じた場合の後任者の任期は、

前任者の残任期間とする。

資料３－２
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（議事） 

第５条 専門部会は、委員（代理者を含む。以下同じ。）の過半数が出席しなければ議事を

開くことができない。

２ 議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数の時は、議長の決するところに

よる。

（事務）

第６条 専門部会に関する事務は、ＳＰＯＤ事務局において行う。

（雑則） 

第７条 この要項に定めるもののほか、専門部会の運営に関し必要な事項は専門部会が定め

る。 

附 則 

１ この要項は、平成２２年８月１８日から施行する。

２ この要項施行後、最初に選出される第４条第１項の部会長及び副部会長の任期は、同

条第６項の規定にかかわらず、平成２３年３月３１日までとする。

附 則 

この要項は、平成２３年４月１日から施行する。

附 則

この要項は、平成 年  月  日から施行する。
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ＳＰＯＤ内講師派遣プログラム希望状況一覧（平成２３～３０年度）

担
当
校
数

愛媛大学 徳島大学 阿南高専 高知大学 香川大学

コンサルテー
ション

1

SPOD課題発見コンサルテーション
※ 加盟校へ訪問してのＦＤ・ＳＤの現状と課題に関する情報
交換，成功事例の紹介等，加盟校の実態に合わせて内容，
形態とも柔軟に対応します。

4
愛媛県内
担当

徳島県内
担当

高知県内
担当

香川県内
担当

0 0 1 0 1

カリキュラム改
善

2
３つのポリシー（ディプロマポリシー、カリキュ
ラムポリシー、アドミッションポリシー）の開発
と一貫性構築手法

1 小林 1 1 0 0

授業改善・
教授法

3 学生の学びを促すシラバスの書き方 3 小林,仲道
塩崎,立川,
俣野

葛城 0 0 0 0 1 2 1

授業改善・
教授法

4
もっとわかりやすくするグラフィック・シラバス
の作成方法

1 仲道 0 0 0 0

授業改善・
教授法

5
発達障がいの学生にもわかりやすい授業づく
り

1 立川 1 2 0 2 1

授業改善・
教授法

6 学生の学ぶ意欲を引き出す授業とは？ 2 仲道
塩崎,立川,
俣野

3 3 1 0 1 2 3

授業改善・
教授法

7
受講生が楽しく集中して参加する授業の雰囲
気作り

1 立川 0 1 3 1 2 2

授業改善・
教授法

8 大人数講義を魅力的にするテクニック 3 小林 川野,上岡 葛城,佐藤 0 0 0 1 1 1 1 1

授業改善・
教授法

9 アクティブラーニング実践（試験紙法） 1 立川 0 0 0 0 3

授業改善・
教授法

10 ○
アクティブラーニング実践（成功のためのアイ
スブレイキング）

2 吉田 塩崎,立川 2 1 2 0

授業改善・
教授法

11 アクティブ・ラーニング入門 4
小林,中井,
清水,仲道

吉田 塩崎,立川 西本 0 0 0 0 1

授業改善・
教授法

12 効果的なｅラーニングの活用方法 2 仲道 立川 0 0 1 1 1 1

授業改善・
教授法

13 基礎から学ぶ学習評価法 4 中井,清水 川野,吉田 俣野 佐藤 0 0 1 0 1 1 1

プログラム開発 14
授業アンケートを見直しませんか？～アン
ケートの効果的実施と活用方法～

1
塩崎,立川,
俣野

0 0 2 0 1 1 2

プログラム開発 15
ティーチング・ポートフォリオ入門～教育実践
のリフレクション～

1 小林,清水 0 0 0 0 1 1 1 1 3

高専向け 16 ○
高専教育スキルの共有と伝承　－私たちは、
いかに学生を育むのか－

1 坪井 1 1 0 1

高専向け 17
今すぐ役立つ授業Tips
アクティブ･ラーニングのスタート

1 坪井 0 0 0 0 2 1

高専向け 18
講義VTR簡単作成ワークショップとアクティ
ブ・ラーニングへの活用

1 坪井 0 0 0 0 1

業務改善 19 職員のための企画力養成講座 1
仲道,丸山,
阿部

0 0 0 0 1 1 2 3

業務改善 20
若手・中堅職員のための判断力・決断力養成
講座

1
仲道,丸山,
阿部

0 0 1 0 2 3

業務改善 21
インストラクショナル・デザイン（ID／教育設
計）を活用した企画・立案マネジメント

1 仲道 0 0 1 1 1

業務改善 22 コーディネート力養成講座 1 仲道,村田 0 0 0 1 1

業務改善 23 マインドマップ入門講座（3時間） 1 俣野 0 0 0 0 1

業務改善 24 後輩の成長を促すコーチング 1 清水 1 1 0 1 1

業務改善 25 リーダーシップ入門 1 村田,丸山 1 1 0 0

業務改善 26 チームビルディング 1 村田,仲道 0 0 0 0 1

業務改善 27 教学ＩＲ入門 1 清水 1 1 2 0 1 2

業務改善 28 ○ クレーム対応実践 1 吉田 2 2 1 2

業務改善 29 ○ タイムマネジメント入門 1 久保,河野 1 1 2 0

業務改善 30 職員のための経験学習 1 高橋 0 0 0 0 1

業務改善 31 組織の力を引き出す観察力養成講座 1 仲道,村田 0 0 1 0

人材育成・
人事制度

32
スタッフ・ポートフォリオ入門～職員と大学が
共に輝くために～

1
清水,吉田,
阿部

0 0 0 1 1 1

人材育成・
人事制度

33 持続可能なＳＤプログラムの開発手法 1 阿部 0 0 0 2 1

人材育成・
人事制度

34 人事人材育成ビジョンの必要性 1 吉田,阿部 0 0 0 0

人材育成・
人事制度

35 高等教育機関の職員に必要な能力と専門性 1 吉田,清水 1 1 1 0 3

学生支援 36 学生の自立を促す学生支援の実践とコツ 2 塩崎,立川
葛城,佐藤,
西本

1 0 1 0 1 1 1 3

学生支援 37 学生の主体性を促す学習支援 1 清水 2 2 1 1 3

学生支援 38 ○
学びを促進する学習支援とアカデミック・アド
バイジング

1 清水 0 0 0 1

学生支援 39 現代学生の理解と関わり方 1 野本 2 2 1 0 5

学生支援 40 ○ 障がいを有する学生の理解と支援 1 野本 1 1 1 1

危機管理 41 事例から考えるハラスメント 1 吉田,高木 2 2 0 0 1 3

危機管理 42 教職員のための危機管理 1 吉田 2 2 0 3 2

事例紹介 43 学生が輝くＦＤの実践事例 2 小林
塩崎,立川,
俣野

0 0 0 0 1 1 1

H
3
0
開
催
校
数

(

第
2
希
望
校
数

)

(

第
3
希
望
校
数

)

(

第
1
希
望
校
数

)

カテゴリ
Ｎ
ｏ.

H
3
0
新
規

プログラム名

講師所属
H
2
5
開
催
校
数

H
2
4
開
催
校
数

H
2
3
開
催
校
数

H
2
9
開
催
校
数

H
2
8
開
催
校
数

H
2
7
開
催
校
数

H
2
6
開
催
校
数
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印 章 省 略  

愛大学企第   号

平成３０年 月 日

四国地区大学教職員能力開発ネットワーク加盟校 

各大学長，短期大学長，高等専門学校長 殿 

（四国地区大学教職員能力開発ネットワーク会長） 

国立大学法人愛媛大学長 

大 橋 裕 一 

平成３１年度の負担金算定に係る平成３０年５月１日現在 

の教職員数について（依頼） 

日頃より，「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」（ＳＰＯＤ）事業に御協力賜りありが

とうございます。 
さて，標記のことにつきましては，平成３０年７月２３日（月）開催のネットワークコア運営協

議会での検討を踏まえ，今年度と同様に，平成３０年５月１日現在の学校基本調査における教職員

数に基づき算定する予定です。 

ついては，別添回答票に必要事項を御記入の上，平成３０年 月 日（ ）までに，ＳＰＯＤ事

務局（spod@stu.ehime-u.ac.jp）あてメールにて御回答願います。 

 なお，回答票の提出に当たっては，根拠資料として，今年度文部科学省に提出した本年５月１日

現在の学生教職員等状況票（高専は学校調査票）の写しを併せて送付願います。 

 おって，各加盟校の負担金額については，平成３１年３月開催予定のネットワーク総会の議を経

て最終的に決定いたしますので，念のため申し添えます。 

（添付書類） 

  １ ＳＰＯＤ加盟校教職員数回答票 

  ２ 平成３０年度学校基本調査 学生教職員等状況票等様式 

（本件担当） 

（四国地区大学教職員能力開発ネットワーク事務局） 

愛媛大学教育学生支援部教育企画課 

五貫，小林，三村 

〒790-8577 愛媛県松山市文京町３番 

ＴＥＬ：089-927-9154（直通）  

ＦＡＸ：089-927-8100  

E-mail：spod@stu.ehime-u.ac.jp  

資料５－１
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会 場：高知大学朝倉キャンパス共通教育棟3号館１階310番教室
対象者：新任教員（大学での授業担当経験5年未満）および新たに大学の

授業を担当する教員

＜１日目の交流会について＞
１日目に、夕食をとりながら参加者の意見交換や懇親のための交流会を設定しておりま
す。
よって、１日目終了時刻は20：00頃となります。予めご了解ください。
また、夕食代および研修中の飲料等の実費として、当日1,500円を徴収させていただき
ますので、ご用意くださいますようお願いいたします。

１日目 201８年９月４日(火)9:00～20:00

開会式

１. オリエンテーション

２. グループワークⅠ「良い授業とは？」

３. ミニレクチャーⅠ「目標設定と授業計画、シラバスの書き方」

４. グループワークⅡ「共通教育科目の開発①(目標設定と授業計画)」

５. ミニレクチャーⅡ「コースデザインの考え方」

６. ミニレクチャーⅢ「様々な授業形態、それぞれのメリットとデメリット」

７. ミニレクチャーⅣ「様々な成績評価、その目的と方法」

８. グループワークⅢ「共通教育科目の開発②(授業計画と評価の方法・スケジュール)」

９. グループ発表 Ⅰ「グループワーク中間報告」

10. グループワークⅣ「共通教育科目の開発③(授業の計画・指導案)」

※交流会あり(～20:00頃まで)

２日目 201８年９月５日(水)9:00～12:20

11. グループワークⅤ「共通教育科目の開発④(最終発表準備)」

12. グループ発表 Ⅱ（模擬授業）

13. ふりかえり～今後に向けて～

閉会式

201８年
９月４日(火)
９月５日(水)

～お申込み方法～
参加を希望する方は
①氏名（ふりがな）②所属③職名④メールア
ドレス⑤電話番号を記載のうえ、学務課総務
係（y-spod@kochi-u.ac.jp）までメールに
てお申し込みください。
期限：平成30年8月2８日（火）まで

開催日

高知大学
朝倉キャンパス
共通教育棟
3号館１階
310 番教室

資料７－１
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[日時]
[会場]

日　程 時　間 項　目

8:45～ 受付開始　

9:00～ 開会式

高知大学 大学教育創造センター　センター長　小島　郷子よりご挨拶

9：10-9：40　（30分） オリエンテーション

9：40-10：10　（30分） グループワークⅠ「良い授業とは？」

10：10-10：20　（10分） 休憩

10：20-11：10　（50分） ミニレクチャーⅠ「目標設定と授業計画、シラバスの書き方」

11：10-12：10　（60分） グループワークⅡ「共通教育科目の開発①（目標設定と授業計画）」

12：10－12：30　（20分） ミニレクチャーⅡ「コースデザインの考え方」

12：30-13：30　（60分） 昼食　※食堂や売店等をご利用ください。

13：30-14：00　（30分） ミニレクチャーⅢ「様々な授業形態、それぞれのメリットとデメリット」

14：00-14：50　（50分） ミニレクチャーⅣ「様々な成績評価、その目的と方法」

14：50-15：00　（10分） 休憩

15：00-16：20　（80分） グループワークⅢ「共通教育科目の開発②（授業計画と評価の方法・スケジュール）」

16：20-16：30　(10分） 休憩

16：30-17：30　（60分） グループ発表Ⅰ「グループワーク中間報告」

グループワークⅣ「共通教育科目の開発③（授業計画・指導案）

17：30-20：00頃 交流会・模擬授業の準備作業

※ 夕食をともにしながらの意見交換や懇親のための交流会があります。
交流会の後、翌日の模擬授業のための準備の時間をとることもできます。

※夕食は当方で手配いたします。

9：00-10：00　（60分） グループワークⅤ「共通教育科目の開発④（最終発表準備）」

10：00-11：00　（60分) グループ発表Ⅱ（模擬授業）

11：00-12：00　（60分） ふりかえり～今後に向けて～

12：00-12：20 閉会式

・修了証書授与

・閉会の言葉（高知大学大学教育創造センター　副センター長　塩崎　俊彦）

※受講者の構成などによって当日、スケジュールに変更を加える場合があります。

1日目
9/4（火）

2日目
9/5（水）

学生の学びを支援する授業準備ワークショップ　スケジュール

2018年9月4日(火)・5日（水）
高知大学 朝倉キャンパス共通教育棟3号館 1階 310番教室
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高知大学 平成 30 年度  

「学生の学びを支援する授業準備ワークショップ」実施要項 

１． 主 催 

高知大学 大学教育創造センター 

２． 日 時 

平成30年９月４日（火）～ ９月５日（水）  

  【１日目】平成30年９月４日（火）８：45受付 

９：00～17：30 授業準備ワークショップ 

17：30～20：00 交流会・模擬授業の準備作業 

※夕食をとりながら参加者の意見交換や懇親のための交流会があります。それ

ぞれの部署を越えた新任教員間の関係づくりを目指しています。交流会の後、

翌日の模擬授業のための準備の時間をとることもできます。  

【２日目】平成30年９月５日（水）９：00～12：20 

３． 場 所 

高知大学朝倉キャンパス（高知県高知市曙町二丁目５－１） 

共通教育棟３号館１階310番教室 

４． 参加対象者 

新任教員（大学での授業担当経験 5 年未満）及び新たに大学の授業を担当する教員 

※四国地区教職員能力開発ネットワーク（ＳＰＯＤ）全加盟校

５．定 員  

40名 

６． 講 師 

高知大学 大学教育創造センター 

  塩崎 俊彦（副センター長 教授） 

立川 明 （准教授） 

俣野 秀典（地域協働学部 講師／(兼)大学教育創造センター） 
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７． 目 的 

学生の主体的な学びを引き出す授業を行うために必要となる知識や技術を体験的 

に学びます。 

 具体的には、授業の構想・設計・実施・評価に関わる一連の過程についてグル 

ープワークを通じて理解し、シラバスの作成から模擬授業の実施までを体験します。 

８． 目 標 

①適切な授業の目的・目標が設定できる。

②わかりやすいシラバスを書くことができる。

③さまざまな授業方法を知り、目的・目標にあった方法を選択できる。

④さまざまな成績評価の方法を知り、目的・目標にあった方法を選択できる。

⑤学生参加型のグループワークを自ら授業で導入することができる。

９．研修形態 

①授業デザインやシラバスの書き方、公正な評価方法などについてミニ講義を通

じて学びます。

②異なる学部の教員が、普段着で肩書きなしの対等な意見交換をすることで、学

習効果を高めます。

③アクティブ・ラーニングの手法を体験しながら、学びます。

10．研修プログラム 

【1 日目】 

 開会式 

１.オリエンテーション

２.グループワークⅠ「良い授業とは？」

３.ミニレクチャーⅠ「目標設定と授業計画、シラバスの書き方」

４.グループワークⅡ「共通教育科目の開発①（目標設定と授業計画）」

５.ミニレクチャーⅡ「コースデザインの考え方」

６.ミニレクチャーⅢ「様々な授業形態、それぞれのメリットとデメリット」

７.ミニレクチャーⅣ「様々な成績評価、その目的と方法」

８.グループワークⅢ「共通教育科目の開発②（授業計画と評価の方法・スケジュー

  ル）」 

９.グループ発表 Ⅰ「グループワーク中間報告」

10.グループワークⅣ「共通教育科目の開発③（授業の計画・指導案）」 

※交流会あり（～20：00頃まで）
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【2 日目】 

11.グループワークⅤ「共通教育科目の開発④(最終発表準備）」 

12.グループ発表 Ⅱ（模擬授業） 

13.ふりかえり 

 閉会式 

11．その他 

①テキストは、当日会場でお渡しします。

②研修が長時間に渡りますので、普段着でお越しください。

③当日記録のため、カメラとビデオカメラで撮影を行いますのでご了承ください。

④修了証書は、全日程を参加された方のみに授与されますので、予めご了承くだ

さい。

⑤夕食代及び研修中の飲料等の実費として、当日1,500円を徴収させていただきま

す。

⑥ＳＰＯＤ加盟校外からの参加の方は、別途研修料金が必要です。

12．準備物について 

なし 

13．申込期限 

平成 30 年 8 月 28 日（火） 

14．お申込み先・お問合わせ先 

  参加を希望する方は 

①氏名（ふりがな）②所属③職名④メールアドレス⑤電話番号を記載のうえ、

学務課総務係までメールにてお申し込みください。 

＜高知大学学務部学務課総務係＞ 

E-mail：y-spod@kochi-u.ac.jp 

TEL  ：088-844-8144 

15．参考資料 

佐藤浩章編『大学教員のための授業方法とデザイン』玉川大学出版部 

高知大学 大学教育創造センター作成『ＦＤハンドブック Tips集１～６』 

高知大学 大教教育創造センター作成『ＦＤハンドブック Tips９』 
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高知大学 大学教育創造センター 

『授業をもっと良くできる！授業改善アンケート、ピア・レビュー、 

授業参観の進め方』 

16．他大学における新任教員プログラムのご案内 

①高知大学「学生の学びを支援する授業準備ワークショップ」及び愛媛大学、徳島大

学、香川大学で開催されている新任教員プログラムは、四国地区教職員能力開発ネ

ットワーク（ＳＰＯＤ）内で標準化されており、どのプログラムを受講しても同様

の効果を得ることができます。

②以下のプログラムの受講を希望される方は、各大学の申し込み先にご連絡くださ

い。

◆愛媛大学「第30回愛媛大学授業デザインワークショップ」

【日程】平成30年６月30日（土）～７月１日（日） 

【会場】いまばり湯ノ浦ハイツ（宿泊研修） 

【申込み先・問合せ先】愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室 

 TEL   : 089-927-8922 

E-mail: opar@stu.ehime-u.ac.jp 

◆愛媛大学「第31回愛媛大学授業デザインワークショップ」

【日程】平成30年９月５日（水）～９月７日（金） 

【会場】愛媛大学城北キャンパス（通い型） 

【申込み先・問合せ先】愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室 

TEL   : 089-927-8922 

E-mail: opar@stu.ehime-u.ac.jp 

◆徳島大学「授業設計ワークショップ」

  【日程】６月16日（土）～６月17日（日） 

  【会場】徳島大学常三島キャンパス 

  【申込み先・問合せ先】徳島大学学務部教育支援課教育企画室 

 TEL   : 088-656-7686 

E-mail: kykikakuk@tokushima-u.ac.jp 

◆香川大学 新任教員研修会「よりよい授業のためのFDワークショップ」

  【日程】９月13日（木）～９月14日（金） 

  【会場】休暇村讃岐五色台（香川県坂出市） 
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  【申込み先・問合せ先】香川大学教育・学生支援室修学支援グループ 

 TEL   : 087-832-1153 

E-mail: gakusenm4@jim.ao.kagawa-u.ac.jp 
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平成 30年度香川大学新任教員研修会 

『第９回よりよい授業のためのＦＤワークショップ』実施要項 

１．目的 

授業の構想・設計・実施・評価に関わる一連の過程をグループワーク形式で体験し，

授業実践のために必要な能力を身につけることを目的とします。 

２．対象者 

・香川大学

１）新任教員研修プログラム対象者

２）その他参加を希望する教員

・ＳＰＯＤ加盟校

参加を希望する教員 

３．日程 

  平成 30年 9月 13日(木)～14日(金)（1泊 2日） 

（詳細は別紙日程表のとおり。） 

４．場所 

  休暇村讃岐五色台 

（〒762-0015 香川県坂出市大屋冨町 3042 電話 0877-47-0231） 

５．費用 

  研修の費用は無料です。 

ただし、宿泊・食費等の実費を徴収します。（１泊４食 約１２，０００円） 

  ＊SPOD加盟校の旅費については、各大学・短大・高専でご負担願います。 

６．修了証書 

  研修修了者には、修了証書を授与します。 

７．主催 

香川大学 大学教育基盤センター 

８．その他 

この研修会は、ＳＰＯＤ（四国地区大学教職員能力開発ネットワーク）の研修プログ

ラムとして、ＳＰＯＤ加盟校に開放し実施します。

研修会の事務については修学支援グループ及び給与福利グループが担当します。

資料７－２
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日程表プログラム日程 

1 日目  ９月１３日（木） 

8:20までに香川大学北キャンパス 正門付近に集合   （敬称略） 

時刻 内容 講師・司会 場所 

8:20－9:15 送迎バス移動，到着後受付 

9:15－9:30 

(1) オリエンテーション

・開会あいさつ

・研修の目的・目標の確認

・スタッフ紹介とお願い

五色台の間 

（中会議室） 

9:30－10:00 

(2) アイスブレーキング

・自己紹介

・グループワーク

西本 佳代 

五色台の間 
（中会議室） 

10:00－10:40 
(3) グループワークⅠ

「学生の考える良い授業」
中住 幸治 

五色台の間 
（中会議室） 

10:40－10:50 休 憩 

10:50－11:40 

(4) 講義Ⅰ「シラバスの書き方」

・目標設定の立て方

・授業計画の立て方

葛城 浩一 

五色台の間 
（中会議室） 

11:40－12:30 

(5) グループワークⅡ「全学共通科目の開発Ⅰ」

・目標設定

・授業計画

・シラバス作成

スタッフ全員

五色台の間 

（中会議室） 

12:30－13:30 昼 食 

13:30－14:20 

(6) 講義Ⅱ「学生参加型授業の技法」

・アクティブラーニングとは

・学生参加型授業の技法紹介

西本 佳代 

五色台の間 
（中会議室） 

14:20－14:30 休 憩 
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14:30－15:20 

(7) 講義Ⅲ「よりよい成績評価のために」 

・成績評価の目的 

・評価の方法と評価対象 

佐藤 慶太 

五色台の間 
（中会議室） 

15:20－16:50 
(8) グループワークⅢ「全学共通科目の開発Ⅱ」 

・授業計画と評価計画 
スタッフ全員 

五色台の間 
（中会議室） 

16:50－17:10 休 憩 

17:10－18:30 

(9) グループ発表Ⅰ「中間発表」 

・授業計画のプレゼン ５分×４ 

・質疑応答 １０分×４ 

石井 知彦 

五色台の間 
（中会議室） 

18:30－19:30 夕 食 

19:30－21:00 
(10)グループワークⅣ「全学共通科目の開発Ⅲ」 

・授業計画案作成 
スタッフ全員 

五色台の間 
（中会議室） 

21:00～22:00 懇親会・入浴・自由時間 赤峰の間 
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２日目  ９月１４日（金） 

時刻 内容 講師・司会 場所 

7:00－8:00 朝 食 

8:00－10:00 

(11)グループワークⅤ「共通教育科目の開発Ⅳ」

・役割決定

・授業の練習

スタッフ全員

五色台の間 
（中会議室） 

10:00－12:00 

(12)グループ発表Ⅱ「最終発表」

・授業紹介 ５分 

・ミニ授業 １５分 

・討議・検討 １０分 

高橋 尚志 

五色台の間 
（中会議室） 

12:00－12:30 

(13)閉会式

・グループ作業の振り返り（学んだことは

何か？どう実践に活かすか？）

・修了証書授与

・閉会の言葉

高橋 尚志 

五色台の間 
（中会議室） 

12:30－13:00 写真撮影後昼食（研修の振り返り） 

13:00 送迎バスにて香川大学まで・解散 

86



教職員能力開発拠点事業

参加対象者

※ＩＲｅｒ養成講座のみ

愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室（教職員能力開発拠点）は，全国の高等教育機関の発展のため
ＦＤ／ＳＤ／ＩＲ の専門家・実践的指導者の養成に取り組んでいます。
今回は大学コンソーシアム大阪，大学評価コンソーシアムの後援を受けて，大阪で開催いたします。
全国の皆様のご参加をお待ちしております。 

ＳＤＣ
ＩＲｅｒ
＆

ＳＤを担当する教職員，

ＳＤコーディネーターに関心のある教職員

ＩＲを担当する教職員

（ＩＲの経験が１年以上１０年未満の方）

ＩＲｅｒ養成講座

※３日間の参加が可能な方のみとなります。全プログラムの受講者には修了証をお渡しします。
※民間企業等に勤務の方の参加はお断りしております。
※多くの機関の方々にご参加いただくため，同一機関からのお申し込みが多数の場合は，全体のお申し込み
状況により受講を制限させていただくことがあります。

ＳＤ

資料８
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実施目的

到達目標

職員の能力開発の実践的指導者（ＳＤコーディネーター／ＳＤＣ）になるため，その役割や求めら
れる能力を理解し，実際のＳＤ推進に活用できる具体的手法を身につけることを目的としています。

ＳＤプログラムを開発する [ 全講師 (進行：上畠洋佑 ) ]
休憩
ＳＤプログラム発表 (ポスターセッション )[ 全講師 (進行 : 上畠洋佑 ) ]
振り返り [ 全講師 ]
会場移動
クロージング 　※ＩＲｅｒ養成講座と合同開催
終了

10 月 19日（金）

  9:30
11:20
12:50
13:40
13:55
14:00
15:00

持参物

事前課題で提出いただいた
スタッフ・ポートフォリオ２部

※研修会当日メンタリングを
実施する際に使用します。

10 月 17日（水）

12:30
13:00
13:25
13:30
14:00
14:30

17:00
18:00 ～ 20:00

受付
オープニング・アイスブレイク ※ＩＲｅｒ養成講座と合同開催
会場移動
オリエンテーション /ＳＤ，ＳＤＣについて理解する [ 塩川雅美 ]
人材育成ビジョンの必要性について理解する [ 吉田一惠 ]
組織の人材育成ビジョンワークショップ [ 吉田一惠 ]
（適宜休憩）
終了

情報交換会（参加任意／会費：4,000 円）

※ＩＲｅｒ養成講座と合同開催

事前課題

①スタッフ・ポートフォリオ
※受付完了後，様式をお送りします。

②自大学で実施している
  『新任職員に対する研修』の実施要項
 （受講者間で共有可能なもの）

※ＰＤＦデータ（Ａ４用紙５枚まで）
該当するものがない場合は，
職員に対する何らかの研修の実施要項で結構です。
※資料の１枚目右上に大学名・氏名をご記入ください。

提出期限：平成３０年９月２１日（金）

提出先：kiyoiku@stu.ehime-u.ac.jp
ＳＰ,メンタリングの導入事例及びその有効性について

          [ 砂田寛雅・吉松明子 ]
メンタリングを実践する [ 井川貴通 ]
休憩
個人のビジョン作成ワークショップ [ 葛西崇文 ]
休憩
ＳＤプログラムを企画・運営する [ 上畠洋佑 ]
休憩
ＳＤプログラムを評価する [ 中井俊樹 ]
ＳＤプログラムを開発する [ 上畠洋佑 ]
終了

10 月 18日（木）

9:30

10:30
12:00
13:00
14:30
14:40
15:50
16:00
17:00
17:30

先 着
30名受付期間：７月１８日（水）正午 ～ ８月２０日（月）正午

Webサイトからお申し込み出来ない場合は下記までメールでご連絡下さい。

宛先：kiyoiku@stu.ehime-u.ac.jp　　件名：ＳＤＣ養成講座申し込み（氏名○○○○）　

サイトからお申し込み　　https://web.opar.ehime-u.ac.jp/
※ 受付完了後 ,確認メールを送信いたします。　※ いただいた情報は本講座以外に使用することはございません。

お申し込み

１.
２.
３.
４.
５.
６.

ＳＰ
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10 月 17日（水）

12:30
13:00
13:30
13:40
14:50
15:00
15:35
16:10
16:20
17:00
17:30
18:00～20:00

受付
オープニング・アイスブレイク ※ＳＤＣ養成講座と合同開催
オリエンテーション [ 竹中喜一 ]
ＩＲの意義と方法を理解する [ 中井俊樹 ]
休憩
所属大学のＩＲの特徴と課題を理解する [ 清水栄子 ]
ＩＲｅｒに必要な能力を理解する [ 小湊卓夫 ]
休憩
データの適切な管理方法を理解する [ 竹中喜一 ]
ＩＲに関する質疑応答① [ 全講師 ]
終了

情報交換会（参加任意／会費：4,000 円）
※ＳＤＣ養成講座と合同開催

10 月 18日（木）

  9:30
  9:45
10:30
11:45
12:45
13:50
15:20
15:30
16:00
17:30

前日の振り返り
管理者が求める報告のポイントとは [ 小林直人 ]
実務担当者による分析のポイントとは [ 嶌田敏行 ]
休憩
質的データを分析する [ 上畠洋佑 ]
量的データを分析する（事前課題の振り返り） [ 竹中喜一・清水栄子 ]
休憩
ＩＲに関する質疑応答② [ 全講師 ]
教育・学生支援の改善提案を考える① （グループワーク）[ 竹中喜一・清水栄子 ]
終了

10 月 19日（金）

  9:30
11:20
12:50
13:50
14:00
15:00

教育・学生支援の改善提案を考える②（グループワーク）[ 竹中喜一・清水栄子 ]
休憩
教育・学生支援の改善提案を考える③（発表）[ 全講師（進行：竹中喜一） ]
振り返り [ 全講師 ]
クロージング ※ＳＤＣ養成講座と合同開催
終了

ＩＲの担当者として，ＩＲの意義や方法，データ分析や管理に関する基礎的な知識を身につけるとともに，
所属大学におけるＩＲの実務を推進または改善するための具体的手法を身につけることを目的としています。

１．ＩＲの意義と方法について説明できる
２．データの適切な管理を組織的に行う方法を説明できる
３．学生にかかわるデータの分析を行うことができる
４．データ分析を基に教育や学生支援の改善提案ができる
５．多様な考えや経験を尊重し ,共に学び合う雰囲気をつくることができる

実施目的

到達目標

持参物

ノートパソコン

※Excel(2013 以降のバージョン）
がインストールされたもの
※研修会の２日目・３日目に

使用します。

②所属大学におけるＩＲの取組とご自身の
ＩＲの業務経験に関するポートフォリオ

※受付完了後，様式をお送りします。
※資料の１枚目右上に，大学名及び氏名をご記入ください。
※提出いただいた資料は参加者に配付し共有します。

① Excel（Windows 版）を用いた統計分析

事前課題

提出期限：平成３０年９月２１日（金）

提出先：kiyoiku@stu.ehime-u.ac.jp

先 着40名受付期間：７月１８日（水）正午 ～ ８月２０日（月）正午

Webサイトからお申し込み出来ない場合は下記までメールでご連絡下さい。

宛先：kiyoiku@stu.ehime-u.ac.jp　　件名：ＩＲｅｒ養成講座申し込み（氏名○○○○）　

サイトからお申し込み　　https://web.opar.ehime-u.ac.jp/
※ 受付完了後 ,確認メールを送信いたします。　※ いただいた情報は本講座以外に使用することはございません。

お申し込み
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TEL：０８９   -    ９２７-    ９１５４　E-mail：kiyoiku@stu.ehime-u.ac.jp

教職員能力開発拠点
（愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室）

大学評価コンソーシアム

新
御
堂
筋

ACCESS
JR大阪駅から徒歩10分/阪急 梅田駅 茶屋町側から徒歩5分

関西大学  梅田キャンパス

大学コンソーシアム大阪

小林直人
ＳＤＣ/ＩＲｅｒ養成講座
教職員能力開発拠点代表
愛媛大学学長特別補佐
教育企画室長
教授

上畠洋佑
ＳＤＣ/ＩＲｅｒ養成講座

愛媛大学
教育企画室
特任助教

ＩＲｅｒ養成講座
愛媛大学
教育企画室
特任助教

竹中喜一清水栄子
ＩＲｅｒ養成講座

愛媛大学
教育企画室
講師

（ＳＤＣ）

吉田一惠
ＳＤＣ養成講座
愛媛大学 

教育学生支援部
愛媛大学ＳＤ統括コーディネーター
能力開発室長（ＳＤＣ）

塩川雅美
ＳＤＣ養成講座

大学コンソーシアム大阪 
SD研修コーディネーター
大阪市立大学  客員教授

（ＳＤＣ）

吉松明子
ＳＤＣ養成講座
愛媛大学 

教育学生支援部
教育企画課 副課長

砂田寛雅
ＳＤＣ養成講座
愛媛大学 

社会共創学部事務課
副課長

中井俊樹
ＳＤＣ/ＩＲｅｒ養成講座

愛媛大学 
教育企画室 副室長

教授
（ＳＤＣ）

嶌田敏行
ＩＲｅｒ養成講座

大学評価コンソーシアム
総務担当 副代表幹事
茨城大学全学教育機構
総合教育企画部門 准教授

小湊卓夫
ＩＲｅｒ養成講座

大学評価コンソーシアム
代表幹事

九州大学  基幹教育院
人文社会科学部門 准教授

井川貴通
ＳＤＣ養成講座
桃山学院教育大学 

キャリアラーニングセンター

葛西崇文
ＳＤＣ養成講座
青森中央学院大学
教育開発推進課
リーダー
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